








































































































































































































ュラム・許1li)奇 (VictorianCurriculum and 
Assessment Authority: VCJ¥/¥)で責任者のデ
ピy ド・ランカスター (DavidLancaster) 1乏を
訪問して州教育システムについての討議を行
うとともに，メルボルン大学に隣接する高校
(University High School， Elizabeth Blackburn 











































































准教授の 4~J が参加した。 14 日には北京師範大
学において，教育学を専門とする教員たちとの
懇談が行われ，それぞれのiJf究関心や共同研究
の可能性，教員や学生の相互交流について有意
義な議論が交わされた。引き続いて， El本への
留学を希望する北京師範大学の大学生，大学院
生に対ーする筑波大学大学院の説明会を開催した。
事前にとくに目立った広報ができなかったが，
50名ほどの参加者が集まり，教育学に関心を持
つ学生も20名ほどが個別相談に集まった口
北京からと海へ移動し 16Bには筑波大学の
主催，華東ßnîn~~大学の共催で、日中教育フォーラ
ム「人を育てるシステムと方法Jを関{崖した。
両国から人間総合科学研究科副研究科長国山繁
樹教授と華東師範大学教育学部主任表振国教授
の挨拶に続き，教育学域からは樋口直宏教授が
「日本における一般教育のシステムと実際-小中
一貫教育を9:J{、に-Jの演題で報告を行った。
午後は分科会に分かれ， I一般教育分科会Jにお
いて学校教育-社会教育に関して日中双方の研
究成果が発表された。質疑も含め，両国の関心
の所在や研究方法の特徴など，熱心な議論が交
わされ，今後の継続した研究交流の必要性が示
唆されたフォーラムとなった。翌17日には、華
東部範大学で筑波大学大学院説明会を開催した。
40名ほどの参加者を得て，教育学への個別相談
にも15名ほどが集まった。
北京・上海での説明会は~'¥ずれも盛況で，日
本留学への関心の高さが伺えた。この説明会を
きっかけに，筑波大学への留学を決意した学生
もみられ始めている。こうした人間系の地道な
研究交流の取り組みが，日 l=j:1相互の架け橋とな
る1楚を築いていくものと期待される。
以下は，東北m!i ft(~大学に派遣された院生， :1文
N夏期麻氏の報告である。
(文責:上田孝典)
2015年3月17日から同月211ヨの 5日間，筑波
大学と東北師範大学の研究交流として，教育学
域から吉田武男，浜田博文，藤田晃之の 3教員
と那楽，村松遼太，牧瀬苅麻の3学生が派遣さ
れた。
東北師範大学は，中華人民共和国吉林省長春
市にキャンパスをもっ総合大学である。前身の
東北大学が1946年に関学して以降，他大学との
統合を経ながら，現在では2万人を超える学生
が通う大規模総合大学となっている。とくに，
教師教育に関しては先駆的な研究拠点に位置づ
けられ，とりわけ初等教育教員養成の重点機関
として，多くの優秀な教員を輩出している。
今回は，将来的な教育研究の連携を見据えて，
双方の大学院生同士の研究交流を中心に，学校
見学や東北師範大学の学生を対象とした筑波大
学の紹介などが，プログラムとして組まれた。
交流の第 l日目午前は，政法学院思想政治教
育専攻の大学院生25名と研究交流が行われた。
派遣学生の村松は日本の道徳教育研究について，
牧瀬は教育委員会制度研究について紹介をした。
その後の質疑応答では， 日本における道徳の教
科化の動向，生涯学習社会に対ーする政策，教育
条件整備などについて活発な議論が行われた。
中国では，臨海部の都市と内陸部の地方とのあ
らゆる格差が課題となっている。日中両国とも
に地方では学校統廃合が進められているが，中
国の場合は通学していた学校が廃校したことで，
学校に通えない子どもが増えてきているという。
一方で日本の場合は，統廃合後の通学手段など
を十分に検討し，教育機会を確保するように努
めていることが紹介された。
午後は，日本語を専攻する学部生に対して，
浜田教授が筑波大学大学院における教育学関連
諸専攻-分野の紹介を行った。日本への留学を
検討している40名以上の学生が参加し，熱心に
話を開いていた。教室の都合のため，当初予定
されていたとおり 1時間ほととで、約介は終了した
が，終了後も 3教員に個別に質問する学生が多
かったため，急速，教室を用意して，引き続き
質疑応、答が行われた。筑波大学大学院の教育・
研究，学校生活や奨学金についてなど，留学に
関する具体的な笠間が流暢な日本語で行われた。
また，教育学部長を訪問し，学部長からは今彼
の両大学の教育研究交流に対する期待が述べら
れた。
第2日目は，附属小学校及び幼稚留の見学を
行った。小学校と幼稚園ともに，充実した教育
設備環境が整えられていt:.o 幼稚留では情操教
育を意識した教育活動が実践され，保護者が製
作した模型等がいたるところに設置されていた。
小学校で、は教科担任;むりがとられ，教師の専門的
指導のもとで授業が行われていた。小学校管埋
]践との意見交換会も実施され，児童の安全な通
に苦慮している話があった。 E1本では PTA
や子供会などが登下校の見守り活動をしている
ことを紹介し，情報交換を行った。
また， 1;:1属学校以外にも公立学校を見学した。
n#間の都合上，授業終了後の F校時間だったが，
校門前には児童の祖父母らが大勢集まり， }I!foi番
に学級担任が児童を連れてくると，自宅まで一
緒に帰っていた。一人っ子政策のもとで，祖父
母が孫に非常に期待している様子がじられた。
以上のほかにも，中呂田内の教育研究や社会
状況について多くの学びを得ることができた。
中国の大学院生とお互いの国の教育について意
見交換したことは，自分の研究を改めて考え直
す良い機会にもなった。このような機会を設け
てくださった人間系及び、教育学域に心からお札
を申し上げるとともに 東北師範大学で、歓待し
てくださった先生方にも感謝します。
(文責:牧瀬朔麻)
